
2日で24セッションに大きく拡充
㈱流通研究社・月刊マテリアルフ

ローは去る１月29日，本年５月19
日㊍・20日㊎の２日間にわたって東
京流通センター（TRC，東京都大田区
平和島）で開催する「アジア・シーム
レス物流フォーラム（ASLF）2016」
の第２回企画・実行委員会を，都内
港区の流通システム開発センター会
議室にて開催した。今回は新就任の
委員もあり，40余名が参集し満場と
なった。

本フォーラムは「アジア善隣物流」
を旗印に2012年に第１回を開催以
来，年々，製配販・産官学の各界に
共鳴の輪を広げ，規模と内容を拡
充。「アジアの時代」が現実のものと
なり世界経済の牽引役になりつつあ
る今，まさに時代のニーズを受け止
めるイベントとしてその意義と評価
が確立され，2015年６月の第４回フ
ォーラムでは，前年を４割上回る
7,616名の来場者を迎えた。

これを受けて流通研究社に設置さ
れたフォーラム事務局では，第５回

目となる2016年の開催に向け，企画・
実行委員会の編成を強化。製配販各
分野の代表企業を拡充するとともに，
昨年から迎えた国交・経産両省のオ
ブザーバーも含め，従来以上に強力
なメンバー編成を実現している（図
表1）。

＊
第２回企画・実行委員会の前半は，

太田年和共同議長（イオングローバル
SCM取締役）の進行で審議を開始。
まず前回審議で各委員より出された
提案を受け，事務局がまとめたセミ
ナー各セッションのテーマ・講師の
構成案についての説明を，フォーラ
ム実行統括の菊田より行った。

今回は従来１フロアであっ
た会場を２フロアに倍増する
ことで，セミナー会場も昨年
の２倍の４会場で実施するこ
ととした。それぞれ１日３セ
ッション，２日間で計24セッ
ションと，かつてない充実し
たセッション編成とする計画
で，委員から提案のあったほ

とんどのテーマを取り込んだものと
なっている。その要点を図表2に紹
介する。

これにつき各委員からは，
◦前回の我々の意見が十分に反映さ

れている
◦ポイントをついたテーマをこれだ

け網羅して具体化した内容はほか
にない／本フォーラムがここまで
来たかと感動を覚えている

◦大きな政策的テーマ，製造・流通・
通販，医薬などの業界別枠組みと，
これらを強力にサポートするIT/
IoTも組み込まれ，評価できる

◦シェアリングエコノミーは，物流
の資産をどう共有し活用していく
かの大きなテーマ

◦自動走行など先端技術セッション
も実に興味深い

◦セッションが多数で幅広いだけに，
拡散しない配慮と当日の時間管理
に留意を

……等の意見が寄せられたほか，講
師となる委員からは発表についての
抱負が語られた。

これを受け，太田共同議長はまと
めとして，
◦沢山のテーマがあるのでガイドブ

ックで各会場が判り易く一目で目
的の場に行けるような工夫を

◦セッションの繋ぎの段取りのタイ
ムスケジュールについて検討を

と指摘し，前半の審議を終了した。
                
集客の拡大に工夫，委員の協力も

続いて後半の審議に入り，井口博
実共同議長（日本通運事業開発部長）
の進行で，まず展示コーナーの方向

「アジア善隣物流」で日本とアジアの競争力向上へ！
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性と展示拡大への取り組み，より多
くの来場者においで頂く工夫等の点
について事務局の菊田統括より説明。

テーマ別展示コーナーの設置の件
や，集客拡大にソーシャルメディア
を活用し拡散させる案などについて
紹介した。合わせて，第３回企画・
実行委員会では関連マスコミに冒頭
取材を依頼する提案を行った。その

結果，以下の意見があった。
◦テーマ別に展示を分けるのは出展

社としては厳しく，出展内容でカ
テゴリー分けにしてガイドブック
に表示するのがよい

◦YouTubeやSNSの活用は良い
◦マスコミ取材案については承認

以上を受け井口共同議長は，「来
場者から見て判り易い展示方法と，

カテゴリー別にそれぞれの企業特徴
を活かした展示とのバランスをとっ
ていく方向のご意見を頂いた。SNS
を使った動員拡大はコンテンツを含
めて事務局で検討して頂く。また物
流連から動員については様々にバッ
クアップして頂けるとのことだった」
と議論のまとめを行った。	 MF

図表1 アジア・シームレス物流フォーラム2016
企画・実行委員会 正委員 （敬称略・順不同）

共同議長

イオングローバルSCM㈱／取締役 経営管理本部長 太田 年和
日本通運㈱／事業開発部長 お客様相談センター所長 井口 博実

委員

㈱イトーヨーカ堂／物流企画開発部 統括マネジャー 松浦 敦
㈱日本アクセス／執行役員 東日本営業部門長代行 兼 ロジスティクス統括 布施 和博
アサヒビール㈱／経営企画本部 物流システム部 理事 部長 児玉 徹夫
日産自動車㈱／SCM本部 特別顧問 安藤 康行
キヤノン㈱／ロジスティクス統括センター 副所長 福森 恭一
日本貨物鉄道㈱／鉄道ロジスティクス本部 営業統括部長 兼 営業部長
取締役・執行役 真貝 康一

三井倉庫ロジスティクス㈱／取締役 執行役員 営業統括 兼 SCM営業本部長 恵谷 洋
ヤマトロジスティクス㈱／代表取締役社長 本間 耕司
山九㈱／ロジスティクス・ソリューション事業本部 企画部 部長 中原 敬一郎
センコー㈱／物流経営研究所 副所長 藤原 正邦
佐川グローバルロジスティクス㈱／取締役 正代 誠
㈱セイノー情報サービス／常務取締役 東京本社担当 兼 第二営業担当 松本 充博
エムエスシージャパン　社長 甲斐 督英
郵船ロジスティクス㈱／執行役員 総合開発営業部長 川島 利夫
㈱日立物流／理事 ロジスティクスソリューション開発本部 副本部長 福神 健字郎
東芝ロジスティクス㈱／常務取締役 グループロジ企画部長 正木 裕二
日通商事㈱／取締役 執行役員 情報システム部 経営企画部担当 宿谷 肇
日本アイ・ビー・エム㈱／インダストリー営業統括 流通営業本部 担当執行役員 伊藤 昇
㈱NTTデータ／第一公共事業本部 第二公共事業部 営業部
貿易物流ソリューション担当 部長 佐野 直人

伊藤忠テクノソリューションズ㈱／情報通信事業企画室
クラウドサービス営業部クラウドサービス営業課 主任 長谷川 真一

㈱シーアールイー／経営企画本部 海外事業推進室 室長 槇谷 真生子
㈱ダイフク／常務執行役員 FA&DA事業部門長 下代 博
㈱豊田自動織機 トヨタL&Fカンパニー／国内営業部 部長 小倉 崇
日本パレットレンタル㈱／取締役 開発営業部 管掌 岡部 利文
ユーピーアール㈱／代表取締役社長 酒田  義矢
三甲㈱／専務取締役 営業部部長 赤星 慎一郎
日本貿易振興機構（JETRO）／総括審議役（途上国ビジネス開発担当） 石井 淳子
国際協力機構（JICA）／東南アジア・大洋州部 部長 田中 寧
（一社）日本経済団体連合会／産業政策本部長 上田 正尚
（一社）日本物流団体連合会／理事 事務局長 村上 敏夫
（一社）日本アパレル・ファッション産業協会／事務局長 遠藤 孝顕
（一財）流通システム開発センター／常務理事 濱野 径雄
（一社）日本パレット協会／会長｜アジアパレットシステム連盟 山﨑 和彦
㈱山善 機工事業部 マーケティング統括部 戦略企画部部長 兼 開発室室長 合志 健治

オブザーバー

国土交通省／物流審議官部門 国際物流課長 勝山 潔
経済産業省／商務情報政策局 商務流通保安グループ 物流企画室 室長補佐 勝尾 嘉仁

図表2 アジア・シームレス物流フォーラム2016
セッション／セミナー構成（検討案）

5月19日㊍
〈A会場／政策連携〉

A政策連携セッション①「日本の物流・流通政策」

B政策連携セッション②「TPP&AEC（ASEAN経済共同体）」

C政策連携セッション③「食品輸出倍増と物流支援」

〈B会場／アジア連携〉

Dチャイナ・セッション「日中生鮮物流」

EASEAN連携セッション「メコン経済圏の現地事情」
Fアジア物流課題・解決セッション「インフラ，ハラール」

〈C会場／業種別〉

Gメディカル物流セッション「医薬品物流／GDP対応」

H現地人材教育セッション「製造業の視点から」

I流通・オムニチャネルセッション①「アジア連携サプライチェーン」

〈D会場／その他〉

J事例ビデオ紹介タイム　

K海運セッション「国際海上コンテナ物流」

L越境ECセッション「日－アジア市場展開」

5月20日㊎
〈A会場／政策連携〉

M政策連携セッション④「ロボティクス・IoT」

N政策連携セッション⑤「中小企業のアジア輸出・進出拡大」

O政策連携セッション⑥「CRU（コンテナラウンドユース）」

〈B会場／アジア連携〉

P生鮮物流・コールドチェーンセッション

Qシェアリングエコノミーとシームレス物流

RIoT･見える化セッション「国際標準化と先端技術」
〈C会場／業種別〉

S食品・飲料物流セッション「アジア展開と支援サービス」

Tアパレル･SPAセッション「製販連携サプライチェーン」
U流通・オムニチャネルセッション②「ECとアジア連携」

〈D会場／その他〉

V事例ビデオ紹介タイム②

WIoT・見える化支援技術セッション「リアルタイム・アジア連携」
X先端技術セッション「シームレス物流の未来を拓く」

☞ ASLF2016展示コーナーへの出展，事例発
表の希望については下の事務局まで。記載の
Webサイト「アジア・シームレス物流フォーラム
2016」のクリックでパンフレットがダウンロー
ドできます。

アジア・シームレス物流フォーラム事務局

㈱流通研究社
〒171-0022  東京都豊島区南池袋2-47-6
［TEL］03-3988-2661　［FAX］03-3980-6588
［URL］http://www.mf-p.jp
＊資料請求はお電話またはeメールで下記へ　
［Email］info@mf-p.jp
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